
癒しをもたらす石のある暮らし。

「石は冷たい。」 みなさまの持っているイメージ。

しかし、火を灯すことで温かみを感じたり、

器として使うことにより、素材を引き立て、つくり手のぬくもりを感じることができます。

捉え方の角度を少しかえることで、癒しや新しい魅力へと導いてくれます。

人の手に触れる機会の少ない石の温度や質感を

発想力や技術力で活かし、私たちの生活に溶け込んでいる

さまざまな作品を通じて〝石の可能性〟を探求しましょう。

[tue]14:00-16:00

STONE MUSEUM
4.19

2022 THE TOMBSTONE SECTION ‘‘ZOOM’’ MEETING [ PART 1] 

seminar/movie/explanation 2022年度第1回墓石部会
“ZOOMミーティング”

開催内容：取り組みの経緯や状況、作品への想いなどの講演／映像による作品鑑賞／用途や活用方法・場所等の解説（質疑応答あり）

オンラインセミナー開催



■申し込み締切　

2022年
4月15日（金）

■手続きの流れ

※クレジット決済（JCB、アメックスは使用不可）・コンビニ支払い・銀行振込が可能です

3.  開催前になりましたら、Zoomの招待状をメールにてお送りいたします。

2. 「第1回墓石部会【STONE MUSEUM ～癒しをもたらす石のある暮らし】
　  オンラインセミナー」に申し込む
　　https://everevo.com/event/64527
　　・ パスワード：220419（半角） → 認証をクリック。
　　・ 画面に従って必要事項を入力してください。
　　・ インビテーションコードはスキップしてください。
　　・ 参加費用（受講費）2,000円の決済に進んでください。

※今後の石産協会議参加に必要になりますので、是非ユーザー登録をお願いいたします

1. 「everevo（イベレボ）」に新規ユーザー登録をする　※登録済みの方は2へ
　　・ https://everevo.com/
　　・ ニックネーム・メールアドレス・パスワードを入力するだけで登録できます。
　　　（アカウント設定は後からでも大丈夫です）

※イベレボ接続の注意点：インターネットエクスプローラー（IE）でアクセスした場合、正常に
　接続できないことがあります。 その際はほかの検索エンジンをお試しください。

私たちは全国約1,200社の石材業者・関連業者で組織する石材業界の全国団体です。

〒101-0046
東京都千代田区神田多町2-9 日計ビル2階
Tel:03-3251-7671 Fax:03-3251-7681
https://www.japan-stone.org/

セミナーのお申し込みは、イベントサイト

everevo（イベレボ）

石蛍華（せっけいか）
加藤康弘氏 ［株式会社石亀石材店］

石に新たな息吹を従来の枠にとらわれない新しい発想。 石の持つ無限の可

能性の追求した石と建具を融合させた今までにない新感覚のインテリア。 玄

関に和室に廊下にほのかな灯りが日々 の暮らしに華を添えます。

seminar
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［開催日時］4月19日（火）14：00-16：00 ［参加募集人数］40名 ［受講料］2,000円（税込） ［参加申込受付期間］2022年3月15日（火）-4月15日（金）※23：59まで

［開催内容］取り組みの経緯や状況、作品への想いなどの講演／映像による作品鑑賞／用途や活用方法・場所等の解説（質疑応答あり）
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癒しをもたらす石のある暮らし。2022年度第1回墓石部会“ZOOMミーティング”オンラインセミナー開催

INASE 石の器
稲垣 遼太氏 ［有限会社稲垣石材店］

この一会に、一石を。 ｢石の価値をすべての人に届ける」

創業者、稲垣清市の代から100年続く魂をINASEという名前に込めて、石にふれ

る、一人ひとりの心に、一石を投じていきます。
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石のクラフト
島本健一郎氏 ［有限会社島本石材工業］

株式会社蒼島の「AJI PROJECT」や、石工職人の技が生み出すアートコンテン

ツ「たぶん、加工。」などに参加し、Japan Creativenではミラノサローネに出展する

など、精度の高い庵治石クラフトの制作を行っています。
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石工のルーツ
成瀬善之氏 ［有限会社成瀬石材店］

「地元の石、ありませんか？」きっかけはこの１本の電話でした。 そこから、50年間

忘れ去られていた日向石の産業が再び動き出しました。 地域の歴史・文化・産業、

そして石工の技術を後世に。 その活動からは新しいものが生まれています。
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